








その他のタイトル Basic Structure and Current Problems of School
Administration Theories (Spacial Issues :
























具体的には， 1.持田栄一『教育管理J1961年， 2. 高野桂一『学校経営の科学一人間関係と
組織の分析-J 1961年， 3. 伊藤和衛『学校経営の近代化入門-経営合理化の理論と実際J1963 


































員会の判断によっているO だがこれらが各氏の理論構築にとってエポ y クとなった著作であると
ともに，その後の学問的影響力という点においても評価の定まったものであることは確かであろ
つ。
第一の持田栄一著『教育管理』は，その後の氏の「近代公教育分析Jの始点となったもので，
教育の組織化過程二国家による教育の包摂過程を歴史一論理的に解明することを課題としているO
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品lil)g 孜;学校経営理論のli~椴構築と今日の問題状況
この意味において，本書は狭義の「学校経営出論」を放ったものとはいえないが， 1956年の地教
行法制定以降のわが国の学校経営が， それによるナシヨナル.レベ jルレにおける教育の効率自が的ペ守.Ji速E豆;?
の実現，そしてこうした教育の「函家管出」を一つの基椴とする1960年代の高度経済成長を与件
として民間されてきたことから，本書:の示した訟識，少なくともその課題設定が学校経営研究に
とって大きな志味を持つものであったことは確認できるであろう。
第二の高若校経営の科学 人IM'J関係と組織の分析-Jは，経営学担論における「人
間関係論」をJ.llil手く学校経営に取り入れたものであり，氏の f学校経営の科学J= I学校経営の
現代化論jの基礎は本書によって形成されたといえるO また狭い意味における i人間関係論jと
してだけではなく，本書はその後「学校経営理論の科学化jを牽引してきた氏の学的作業を分析
する i二て、のキー@ブックとしても捉えることができょう。
第三の伊藤和衛著『学校経営の近代化入門-経営合理化の理論と実際Jは，その後の宗像誠也
との「重層構造・単層構造論争」で知られるが，それ以上に本書がテーラーリズムに依拠しつつ
も学校を組織として客観的な分析対象としたことに特徴づけられる O 確かにその組織鋭は現在か
らすればプリミティブで機械論的なものであったが，アメリカの経営組織理論がテーラーの「科
学的管理法jからスタートしたように，学校の経営管理を埋論化するjこで最も基本的な枠組みを
提示したものと理解すべきであろう。
第四の吉本二郎著『学校経営学』については，既に第17巻の特集において多面的に検討したと
ころであるが，逸平くバーナードの経営理論を学校経営に取り入れ，公教育組織体としての個々
の学校を組織経営単位として捉え，意思決定論を軌として展開したものといえるO
最後の市JIIJ百午著『学校管理運営の組織論一現代教育の組織論的研究』は他の著作と趣を異と
している。つまり積極的に自説を展開するという方法ではなく，上記の著作，著者を含めてそれ
までの学校経営論を批判的に検討することで，理論的な問題点の分析と学校経営理論構築の課題
を提起したものであり，その価値は高く評価されるべきといえよう。何故ならば， このような批
判的作業こそが「学校経営理論」を科学化する上で不可欠であるからである。
本特集において，本研究会の中堅，若手会員が以上の 5著作を分担して批判，検討するが，そ
れは自ら評する者の研究燈と研究関心，課題が表明されることになるであろう。ここで示される
分析，認識に対して，多くの方からご講評いただければ，本特集の趣旨が更に生かされることと
思われるO また今後こうした優れた研究業績が短期間に集中して刊行された背景と戦後学校経営
研究史における位置づけを明らかにすることが必要とされようが，本特集がその第一歩となれば
幸いである O
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